
リ
シ
ョ
ウ
ト
ウ

利
生
容
利
生
地
は
安
凶
寺
と

日ハに
、
足
利
徳
氏
が
凶
別
に
建
，v一
せ
し
め
た
悦
m
M
密で

あ
る
。
附
し
て
加
到
の
利
用
培
に
就
い
て
は
会
抑
制
不

明
で
あ
る
が
、
能四割官
の
も
の
は
砕
か
に
知
ら
れ
て
ゐ

る
。
印
ち
延
元
四
年
ハ
脳
血
一
一〉
十
且
十
三
日
光
蹴
院

の
院
宣
に
よ
り
、
鹿
島
郡
永一
光
寺
を
し
て
利
生
培
を

越
す
一
せ
し
め
給
ひ
、
奴
年
正

H
一
目
直
磁
は
仰
令
利

を
納
め
、
三
且
六
日
傘
氏
は
同
凶
若
部
保
の
地
制
服

李
下

↓
イ
グ
ミ
ヤ
リ
カ
和
泉
屋
字
下
。

一
を
寄
せ
て
塔
婆
料
に
宛
て
し
め
、
能
殺
の
守
殺
育
児

リ
キ
ヨ
マ
ン
ソ
ウ
力
銭

漫

草

三
加
。
村
井
氏
一
額
隆
も
亦
ム
ハ
且
十
七
日
仰
舎
利
一
靴
や
ョ
納
め
た
。
若

に
仕
へ
た
招
河
合
良
湖
の
詩
文
集
で
あ
る
。
上
続
は
一
部
保
は
先
に
一
沌
弘
三
年
四
且
一

日
朝
刊
山
同
規
正
の
令
官

郎
、
中
下
回
嗣
は
文
。
天
保
三
年
村
井
長
逝
の
序
が
あ
一
に
よ
り
、
祈
訟
の
恩
貨
と
し
て
永
党
守
に
施
行
は
れ

10
、
後
序
は
文
政
一
民
民
良
湖
の
男
儀
兵
衛
市
山
の
挑
す
一
た
既
で
あ
る
。
次
い
で
興
凶
一
一
年
ハ
M
m
郎
四
〉
十
一
一且

る

昨

別

で

あ

る

。

一

同

街

の

令

に
よ
り
若
部
保
の
殺
生
を
禁
断
し
、
正
平

リ

シ

利

子

加
賀
滞
の
初
期
で
は
、
一

般
の
貸

て
元
年
(
貞
利
-
一U
入
且
ご
日
に
は
館
氏
か
ら
殴
従
退
治

的
に
利
子
の
制
限
、
か
な
か
っ
た
が
、
覚
永一
十
四
年
か

一
を
永
光
寺
に
析
ら
し
め
た
。

ら
つ
且
一
歩
七
阪
と
公
定
し
た
o
こ
れ
は
此
の
年

一

リ
シ
ョ
ウ
ユ
イ
シ
ヨ
キ

ラ
ン
l
l
リ
ユ

如
き
は
除
伎
に
止
る
が
、
し
か
も
流
暢
に
し
て
風
間
叫

に
お
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

ラ
ン
ゲ
イ

健常揖

↓
ド

y
エ
Y

矧
凶
。

ラ

ン

コ

ウ

闘

更

↓

タ
カ
ク
ハ
ラ
Y

コ

ウ

高

桑
附
変
。

ラ
ン
コ
ウ
ホ
ツ
ヲ
シ
ユ
ウ
樹
更
設
句
集
一
加
。

金
制
作
の
側
λ
主
袋
の
手
起
し
た
，も
の
で
、
凶
林
綾
句

集
そ
の
他
三
十
三
日
聞
の
掛
か
ら
、
刷
盟
の
句
世
銀
め

た
も
の
で
あ
る
。

ラ
ン
ザ
ン
シ
キ
蘭
山
私
記

加
藤
俄
町
山
者
。

日

記
抗
十
二
加
、
附
録
十

一
加
、
記
事
十
一
加
、
間
都

沢
加
、

雑
記
七
加
、
抜
部
入
叫
刷
、
合
計
百
四
加
か
ら

成ふり
、
そ
の
日
記
は
延
平
ご
年
四
且
か
ら
安
永
三
年

六
月
に
主
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
延
享
二
年
乃
荒
波

時
四
年
は
今
紋
本
と
な
っ
て
ゐ
る
。

-7
ン
シ
ユ
ウ
コ
ウ
ガ
イ

蘭
秀
香
外

金柑仲
間目制

宗
貸
凶
寺
三
イ
二
代
の
住
持
。
生
凶
は
安
鎖
。
天
保

九
年
九
月
越
前
府
中
間
泉
等
よ
り
池
山、

弘
化
三
年

抗
月
什
三
日
現
住
中
川
両
化
し
た
。

リ

リ
カ

掛
川
の
百
姓
に
射
す
る
蚊
岱
米
に
、
年
ご
滑
の
利
子
を

附
す
る
こ
と
に
定
め
た
こ
と
か
ら
初
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
滞
未
で
は
十
年
制
で
元
本
が
例
制
に
な
る
と

記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
か
ら
、
年
利
七
分
五
凶
内
外

で
あ
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。

リ
シ
ョ
ウ
イ
ン

理
詰
院

学
問
一多
禿
来
の
女
で
、

前

m利
長
に
獲
は
れ
た
も
の
弘
法
制
批
。
詳
し
〈
は
迎

訟
院
総
点
大
制
定
尼
。

リ
シ
ョ
ウ
イ
ン

理
護
院

金
問
野
川
寺
川
に
在

っ
て
、
録
台
昌
也
市
に
関
し
て
ゐ
た
。

山州
国
は
法
岳
山
。

市
山
治
元
年
前
間
利
判
的
か
ら
屋
政
札
胃
腸
は
り
、
諏
訪
大

明
紳
を
翠
犯
し
て
そ
の
別
協
で
あ
っ
た
が
、
明
治
元

年
制
仰
出
前
禁
止
の
後
諏
訪
制
制
と
な
っ
た
。

リ
シ
ョ
ウ
ジ
理
正
寺

金
問
野
川
に
在
っ
て
、

長
宗
束
慌
に
図
す
る
。
明
治
中
や
句
寺
川
町
そ
公
耕
し

た。

里
正
由
緒
記

ー

φ

カ
ノ

リ
ジ
ン
シ
ユ
ウ

理
盤
集
三
問
。
川
仙
の
古
法
、

凶
郡
山
品
川
敏
、
改
作
之
位
、
知
行
犯
之
市
中
、
定
納

口
米草・一
一日
制
之
誌
等
、
凡
そ
加
到
滞
の
同
制
粗
削
に
捌

寸
る
一
一
切
を
記
す
る
。

リ
セ
イ

履
静
河
出
郷
八
州
民
宗
京
波
法
凶
寺

十
沢
代
の
住
持
o
w品
政
玖
年
生
。
法
名
怒
川
、
東
方

幼
と
糾
L
、
組
制
と
鋭
し、

宗

mt有
閑
来
院
に
m
m
ん

で
、
文
政
五
年
続
可
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
顎
六
年
十
一

月
十
三
日
一市寂
、
卒
年
六
十
七
。

リ
ツ
キ
ヨ
ク
ア
ン
リ
ヨ
ウ

要
務
庵
領

以
奈
川
岬

志
知
良
庄
に
、
東
一附
守
的
【削
菜
料
開
問
領
の
あ
っ
た
こ

と
は
、
磁
涼
刺
日
肌仰向
正
二
年
八
月
十
六
日
の
保
に

も
見
え
、
天
文
-
一十
年
七
月
サ
抗
日
の
地
引
制
巾
入

道
総
春
臨
す
の
執
謹
伏
も
あ
る
。
能
喜
四
志
徴
に
、
路
u
出

軒
目
録
日
民
総
二
年
卯
且
八
日
の
僚
に
、
『
栗
糾
陪
御

成
、
問
鈷
。
品
山
修
迎
大
夫
股
以
鈎
M
m
那
仙
川
御
相
伸

被
参
。
謙
一
泊
例
也
。
』
と
あ
る
に
依
っ
て
、
出
山
氏
が

叩
泊
料
胞
の
刺
那
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
闘
係
で
芯
津
良
庄
の
う
ち
を
お
逃
し
た
も
の
で

あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

リ
ツ
ケ
ン
ジ
ヨ
ウ
立
券
扶

マ
キ
シ
ョ
ウ
リ
ツ
ケ
シ
ジ
ヨ
ウ

務
献
。リ
ツ
サ
イ
イ
コ
ウ
立
問
問
遺
稿
二
加
。
金
持
の

而
人
銭
山
背
の
詩
集
で
あ
る
。
天
保
半
飛
春
二
同
月
際

隙
入
の
停
が
附
さ
れ
、
間
年
上
将
し
た

リ
ツ
シ
ョ
ウ
ジ
立
正
寺

光
寺
ハ
金
剛
仰
〉
。

リ

ト

ウ

李
東

京。
ウ
エ
ツ
リ
シ
ョ
ウ
ユ
イ
ジ
ヨ
キ

問。

九
O
穴

ate'

ホ
ソ
コ

内
'ジ

加
能
他
聞
出
正
削
絡

盟
冬
。リ
ヒ
ヤ
合
リ
マ
ル
李
百
里
丸

加

到
掠
仰
の
汽
航
。

西
洋
千
八
百
六
十
二
年
打
虫
。
駅
伝
サ
l

ハ
リ
リ

パ

ル
タ
。
銭
製
長
さ
三
十
四
刷
幅
一
1
問
。
脱
力
百
十
。

噸
数
五
百
。
陸
郎
元
年
ナ
月
長
附
に
於
い
て
椛
入
し

た。

里
自方

』
カ
ナ
ダ
ヤ
リ
ホ
ウ

金
怜
い
担

f
v
ノ
ト
ノ
グ
ユ
グ

リ
ホ
ウ

1日
60
。

n訓
-aリ
ユ
ウ

誌

臥
L

来
中
州
柑
附
山
削
郷
に
図
す
る
部
即
椛
附
。

拍
明
利
一
枇
拡
が
あ
つ
た
が
、
間
山
名
に
掛
っ
た
榊
名
か
、

制
名
に
出
陣
っ
た
巴
名
か
は
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
明
治

入
年
十
月
間
・坂
尻
・下
代
三
郎
滞
在
併
合
し
て
剖
胎

と
し
た。

リ
ュ
ウ
イ
ン
ケ
ン

柳
陸
軒

金
制
仰
の
制
人
句
径

の
庵
室
で
、
柳
陰
隠
と
も
い
う
た
。
こ
の
肝
鋭
は
、

後
に
忠
一
が
綴
い
で
柳
陰
舎
と
い
ひ
、
以
一一手
之
キ
一
F
A

け
た
が
、
部
い
で
勾
定
路
に
改
め
、
J
d
袋
ま
た
何
空

庵
止
宇
山
抑
制
し
た
。

リ
ュ
ウ
ウ
ン
ジ

龍雲一
寺

金
河川
引ヶ

山
に
在
っ

て
、
本
源
山
と
凱
L
、
白
川
州
宗
に
回
幽
す
る
。
臥
}
荒
川

総
持
寺
内
芳
春
院
の
大
昌
文
怒
青
山
附
山
と
し
て
、
究

文
元
年
石
川
制
御
供
問
の
段
土
谷
勘
四
郎
が
創
建
し

た
も
の
で
あ
る
。

能
岡
町
凶
熊
木
庄
'I

リ
ュ
ウ
エ
ン
ジ

髄
淵
寺

金
仰
六
斗
林
に
在
っ

て
、
閣
制
宗
に
邸
す
る
。
山
桜
は
灘
松
山
。
凶
器
を

徳
岩
文
案
と
い
ひ
、初
め
小
松
玉
能
寺
に
住
し
た
が
、

限
闘
の
後
金
制
仲
に
出
で
、
寛
永
五
年
前
凶
長
穏
等
の

胤
旋
に
よ
り
、
陀
川
河
原
に
寺
地
を
得
て
伽
聡
中
。
起

し
、
正
保
ご
年
円
北
野
な
る
今
の
市
山
に
移
純
者
命
ぜ
ら

れ
た
。
塔
開
後
岩
寺
は
間
三
年
笛
寺
三
代
長
謹
の
建

立
す
る
所
で
あ
っ
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。

リ
ュ
ウ
エ
ン
ジ
立
回
寺

金
持
卯
医
に
在
っ
て
、

光
明
山
と
蹴
L
1
日
巡
回
訴
に
臨
し
た
。
医
長
七
年
間

本

↓
コ
ソ
ド
ウ
リ
ト
ウ

近
限
苧

リ
ト
ウ

毘ヨ
Z 

1 

↓
イ
ヅ
ミ
ヤ
リ
ト
ウ

和
泉
屋


